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事業再評価資料の修正内容

河川事業の再評価説明資料〔千曲川直轄河川改修事業〕の修正内容は、下記の２点。

1

「治水経済調査マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレーター
（令和３年３月）」における各種資産評価単価の訂正

営業停止損失の算出内容の修正



事業の投資効果の想定被害額算定のうち、営業停止損失については「従業員数に営業停止・
停滞による延べ損失日数及び１人１日当たりの付加価値額を乗して営業停止損失を算定する
（治水経済マニュアル（案）令和２年４月）」と計算すべきところ、

誤って、営業停止による延べ損失日数を考慮せず、営業停滞による延べ損失日数のみで

計算を行っていたため、正しい数値で計算のうえ、資料を修正を実施。

営業停止損失の算出内容の修正

（修正前）
損失額 ＝ 従業者数 × 付加価値額

×（浸水深別営業停滞日数）

（修正後）
損失額 ＝ 従業者数 × 付加価値額

×（浸水深別営業停止日数 ＋ 浸水深別営業停滞日数／２）

〈治水経済調査マニュアル（案） P55 ４．１．１営業停止損失より引用〉
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営業停止損失の算出内容の修正



費用便益分析への影響について

「治水経済調査マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレーター」の各種資産評価単価
の訂正、及び営業停止損失の算出内容の修正に伴い、

第２回信濃川水系流域委員会各部会で審議いただいた事業における、費用便益分析への影響

は下記のとおり。

事業名
評価
区分

審議日

貨幣換算した
便益（億円）

費用便益分析B/C

以前 → 訂正後 以前 → 訂正後

信濃川下流
直轄河川改修事業 再評価

R4.1.11
(下流部会)

9,908 → 9,904 14.1 → 14.1

信濃川
直轄河川改修事業 再評価

R4.1.13
(中流部会)

30,080 → 30,068 12.3 → 12.3

信濃川河川改修事業
（大河津分水路） 再評価

R4.1.13
(中流部会)

3,301 → 3,300 2.2 → 2.2

千曲川
直轄河川改修事業 再評価

R4.1.11
(上流部会)

18,519 → 18,537 12.4 → 12.4

数値の訂正、算出内容の修正により、各事業の貨幣換算した便益が増減

費用便益分析B/Cは信濃川水系流域委員会各部会資料から変化なし
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事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】
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５．事業の投資効果 （１）費用対効果分析 ③費用対効果の算定 Ｐ１５

修正前
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修正箇所は赤字

事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】

５．事業の投資効果 （１）費用対効果分析 ③費用対効果の算定 Ｐ１５

修正後
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事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】

５．事業の投資効果 （２）氾濫シミュレーション ①事業全体の投資効果 Ｐ１６

修正前
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修正箇所は赤字

事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】

５．事業の投資効果 （２）氾濫シミュレーション ①事業全体の投資効果 Ｐ１６

修正後
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事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】

５．事業の投資効果 （２）氾濫シミュレーション ③残事業による投資効果 Ｐ１７

修正前



③

反

映

資

料

9
修正箇所は赤字

事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】

５．事業の投資効果 （２）氾濫シミュレーション ③残事業による投資効果 Ｐ１７

修正後
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事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】

５．事業の投資効果 （２）氾濫シミュレーション ③当面事業による投資効果 Ｐ１８

修正前
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11
修正箇所は赤字

事業再評価資料の具体的な修正箇所 【資料５－１ 河川事業の再評価説明資料 ［千曲川直轄河川改修事業］】

５．事業の投資効果 （２）氾濫シミュレーション ③当面事業による投資効果 Ｐ１８

修正後



今回の修正に伴う信濃川水系河川整備計画ホームページにおける対応
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現在、信濃川水系河川整備計画ホームページには、令和４年１月開催の第２回上流・中流・
下流部会の資料を掲載しているところ。

今回の資料修正を踏まえ、閲覧される方々に誤解が生じることを防ぐための下記対応を予定

第２回上流・中流・下流部会の資料一覧のページ、及び部会配布資料ＰＤＦ表紙に、修正前
段階の資料である旨の注意書きを追加。

今後公開予定の第３回上流・中流・下流部会の資
料一覧のページ、及び部会配布資料ＰＤＦ表紙
に、修正後の資料である旨のコメントを追加。

対応１

対応２

※本資料は、第２回上流部会（令和4年1月11日開催）当日の配布資料です。
「治水経済調査マニュアル（案）各種資産評価単価及びデフレーター（令和３年３月）」に
おける各種資産評価単価の訂正、及び営業停止損失の算出内容の修正を行う前の段階
での資料です。
修正後の資料は、第３回上流部会（令和4年6月10日開催）当日の配布資料となります。

配布資料表紙に注意書きを追加

▲

～中略～

信濃川水系河川整備計画ホームページ

ホームページ上に注意書きを追加


